
 

                                                       

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

104-6 高等学校 農業 地域資源活用  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

7 実教 農業 720 地域資源活用 

 

１．編修の基本方針 

教育基本法第二条の各号の目標を達成するため，それぞれ以下の点を基本方針とし，

本書を編修した。 

教育基本法第二条 方針 

第１号 

幅広い知識と教養を身に付

け，真理を求める態度を養

い，豊かな情操と道徳心を培

うとともに，健やかな身体を

養うこと。 

・地域資源の活用に関する基礎的・基本的な知識や技術

を習得させるようにする。 

・実習を通して地域の自然や文化，人々と触れ合うこと

によって，豊かな情操と道徳心を培えるようにする。 

第２号 

個人の価値を尊重して，その

能力を伸ばし，創造性を培

い，自主及び自律の精神を養

うとともに，職業及び生活と

の関連を重視し，勤労を重ん

ずる態度を養うこと。 

・課題を適宜配置することにより，自主的に学習に取り

組めるようにする。 

・実践的な学習の手法について丁寧に解説し，実際の活

動について主体的に目標・計画を立て実践し，評価で

きるようにする。 

第３号 

正義と責任，男女の平等，自

他の敬愛と協力を重んずると

ともに，公共の精神に基づ

き，主体的に社会の形成に参

画し，その発展に寄与する態

度を養うこと。 

・日常の生活は，さまざまな立場の人々の協力のもとに

成り立っている地域のコミュニティが基盤となってお

り，自身も主体的に社会に関わっていく必要があるこ

とを理解できるようにする。 

・地域資源の活用の実施を通じて，さまざまな人々と交

流し，他者を思いやる心を育むことができるよう配慮

する。 

第４号 

生命を尊び，自然を大切に

し，環境の保全に寄与する態

度を養うこと。 

・過去から現在までの人間と自然との関わりについて触

れ，自然環境を含めた人間をとりまく環境の重要性に

ついて認識できるようにする。 

・さまざまな地域資源の活用や地域調査などの実践的な

学習を通して，生命や自然を尊ぶ態度を養うことがで

きる内容とする。 

第５号 

伝統と文化を尊重し，それら

をはぐくんできた我が国と郷

土を愛するとともに，他国を

尊重し，国際社会の平和と発

展に寄与する態度を養うこ

と。 

・地域の自然や歴史，文化などについて，聞きとりや点

検調査などによって再確認し，自らが住む地域につい

て考えることができるようにする。 

・さまざまな地域資源の活用について，日本だけでなく

海外の事例を取り上げ，国際性を育むことができるよ

うにする。 
 



 

２．対照表 

●全体的な特色 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

本文中のゴシック

体 

・  学習上で重要な用語についてはゴシック体で

強調し，あわせて丁寧な定義や説明を記述す

ることで，幅広い知識と教養が定着するよう

配慮した(第 1 号)。 

p.7，18，21

など 

目標 ・  各節の初めに目標を設け，これから学ぶ内容

を簡潔に示すことで，学習内容に関する興 

味・関心を喚起し，自ら学ぼうとする態度を

養えるよう配慮した(第 2 号)。 

p.6，13，18

など 

実習 ・  実習において，互いに協力して作業を行い，

正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力

を重んずるとともに，公共の精神に基づき，

主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄

与する態度を養えるよう配慮した(第 3 号)。 

p.212，217，

218 など 

コラム ・  日本の文化などを紹介することで，伝統と文

化を尊重し，それらをはぐくんできた日本と

郷土を愛することができるよう配慮した(第

5 号)。 

p.6，11，12

など 

やってみよう ・  エコツアーを企画し実行することなどを通じ

て，生命を尊び，自然を大切にし，環境の保

全に寄与する態度を養うことができるよう配

慮した(第 4 号)。 

p.134，194，

195 など 

調べてみよう ・  地域資源の活用などについて調べることを通

じて，伝統と文化を尊重し，それらをはぐく

んできた日本と郷土を愛するとともに，他国

を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する

態度を養えるよう配慮した(第 5 号)。 

p.16，19，40

など 

考えてみよう ・  地域資源の活用などについて調べることを通

じて，伝統と文化を尊重し，それらをはぐく

んできた日本と郷土を愛するとともに，他国

を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する

態度を養えるよう配慮した(第 5 号)。 

p.147，151，

153 など 

話し合ってみよう ・  話し合いにおいて，互いに協力して作業を行

い，正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と

協力を重んずるとともに，公共の精神に基づ

き，主体的に社会の形成に参画し，その発展

に寄与する態度を養えるよう配慮した(第 3

号)。 

p.123 

 
 



 

●各章における特色 

 
 
 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 第 1章 地域資源

活用とは 

・ 「半農半Ｘ」について取り上げ，農業は専業とする

のみではなく，さまざまな職業との兼業が可能であ

ることを記すことによって，多様な勤労のあり方に

ついて考えられるよう工夫した（第 2 号）。 

p.6 

第 2章 農山村社

会の 変化 と地 域

振興 

・ 地域のコミュニティで行われてきたさまざまな共

同の作業について触れ，地域の人々がそれぞれ責

任をもって協力しあうことにより，生活が支えら

れていることが理解できるようにした（第 3号）。 

ｐ.33 

 

第 3章 地域資源

活用 の意 義と 役

割 

・ 地域を支える組織，地域で行われている行事や祭

りなどについて具体例を示すことにより，自身の

地域に当てはめて考えるきっかけとし，郷土への

愛着がもてるように配慮した（第 5 号）。 

・ 他者への応対について，対面，電話，文書やメー

ルなどさまざまな方法について取り上げ，他者を

敬愛し，公共の精神に基づいて主体的に社会の形

成に参画する態度を身につけられるよう配慮した

（第 3 号）。 

・ 安全管理として，事前の把握により事故を未然に

防ぐことの重要性とともに，万が一事故が起こっ

た場合の対応についても触れ，生命を尊ぶ態度を

培えるよう工夫した（第 4 号）。 

p.47， 50，

69 

 

 

p.100，101 

 

 

 

 

p.105 

 

 

 

 

 

第 4章 地域資源

の価値と活用 

・ ハラールへの対応など外国人旅行者への配慮や，

自然や文化などの地域資源について海外の事例を

話題として取り上げることにより，国際社会にも

関心をもつことができるようにした（第 5 号）。 

・ 市民農園や農林業体験など，地域資源を活用する

ためのさまざまな活動について取り上げ，幅広い

知識を身につけられる（第 1号）と同時に，勤労や

職業に結びつけて考えられるよう工夫した（第 2

号）。 

・ 農業が福祉や医療と連携することによって得られ

るさまざまな効果について触れ，自他の敬愛と協

力を重んずる（第 3号）ことができるようにすると

ともに，新たな職業としての可能性に気づかせる

よう工夫した（第 2 号）。 

p.128，131 

 

 

 

p.160-169, 

176-183 

 

 

 

p.184-188 

第 5章 地域と連

携した活動 

・ 農業のユニバーサルデザイン化において，女性目

線での改良農具の例を紹介し，男女の平等を重ん

ずることができるようにした（第 3 号）。 

p.202 

 

第 6章 地域資源

活用の実践 

・ 高校生による取り組みの事例を取り上げることに

より，これらを参考として生徒が自主的に活動に

取り組むことができるようにした(第 2 号)。 

p.223-227 

 

  



 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

学校教育法第五十一条の各目標を達成するため，以下の点に留意し，本書を編修し

た。 

一 

義務教育として行われる普通

教育の成果を更に発展拡充さ

せて，豊かな人間性，創造性

及び健やかな身体を養い，国

家及び社会の形成者として必

要な資質を養うこと。 

・  人間は，周りの多くの人々や組織，また，それらを

とりまく環境に支えられて生活していることを確認

し，他者への思いやりや，自然環境の大切さについ

て考えることができ，豊かな人間性を養えるように

配慮した。 

二 

社会において果たさなければ

な ら な い 使 命 の 自 覚 に 基 づ

き，個性に応じて将来の進路

を決定させ，一般的な教養を

高め，専門的な知識，技術及

び技能を習得させること。 

・  さまざまな地域資源の活用について取り上げ，専門

的な知識や技術を習得した上で，実践的な活動につ

なげられるような構成とした。 

三 

個 性 の 確 立 に 努 め る と と も

に，社会について，広く深い

理解と健全な批判力を養い，

社会の発展に寄与する態度を

養うこと。 

・  自身の暮らす地域ならではの資源を発見し，それら

を生かす方法について学習することで，地域社会の

発展に寄与する態度を養えるように工夫した。 

 
 

 
 

  



 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

104-6 高等学校 農業 地域資源活用  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

7 実教 農業 720 地域資源活用 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色                    

○全体的な配慮と特色 

(1)農林業や農山村の特色を生かした生活体験を提供する活動に必要な知識と技術を習

得させ，地域資源の有用性を理解させるとともに，地域に根ざした事業に取り組む

にあたって必要とされる能力や態度を育てることができる内容とした。 

(2)各節の始めに目標を設け，これから学ぶ内容などを簡潔に示し，生徒の興味・関心

を喚起するように努めた。 

(3)生徒が学びやすいよう，イラストを含む図表や写真を豊富に掲載し，また，原則と

して下段に図表や写真，上段に本文を配置する紙面構成として，視覚的な理解を促

すように工夫した。 

(4)本文の記述にあたっては，文章はできるだけ短くするなど，簡潔で平易な表現を心

がけた。 

(5)読みにくい用語や地名にはルビをふり，また重要用語はゴシックにするなどして，

生徒が読みやすく，理解しやすいようにした。 

(6)カラーページには，本文中では表現できない色を生かした写真を多用することで，

生徒の興味を引くことができるよう工夫した。 

 

〇各章における配慮と特色 

第 1 章 地域資源活用とは 

1 節では，地域資源と人間生活との関わりについて平易に解説し，教科書全体の導入

となるよう配慮した。 

2 節では，地域資源活用とプロジェクト学習について，具体的な進め方などがわかる

ように記述した。 

 

第 2 章 農山村社会の変化と地域振興 

1 節では，農山村や都市の歴史，それぞれの抱える課題や SDGs などについて，観点を

整理して記述した。 

2 節では，地域社会の抱える課題やその活性化について，観点を整理して記述した。

また，地域づくりについて取り上げ，地域資源を生かして地域を活性化するための手法

について要点を絞って解説した。 

 



 

第 3 章 地域資源活用の意義と役割 

1 節では，地域資源の魅力について扱い，農林業や農山村の重要性について再確認で

きるようにした。2 節では，地域振興に関する施策と取組について，農山村，都市，人

づくりの観点で学習できるようにした。3 節では，異業種連携とそれによる新たな価値

の創造について，具体例を交えて解説した。4 節では，地域資源の活用の核となる人材

や，補助的な役割を果たすインタープリターについて解説した。また，活動に際して必

要となる対人マナーや安全管理についてわかりやすく記述し，基本的な知識や技術を身

につけることができるよう工夫した。ワークショップの方法についても解説した。5 節

では，インターネットなどを通じた地域情報の収集と発信，その活用方法について解説

した。 

 

第 4 章 地域資源の価値と活用 

4 章では，さまざまな地域資源の活用について，それぞれ概要や実施の方法，一部で

は国内外の事例を紹介するなどし，基本的な知識と技術を習得できるよう配慮した。 

1 節では，4 章全体の学習内容が大まかに把握できるような導入的な内容とした。2 節

では，地域資源の観光への活用を軸に，都市と農山村の交流，グリーン・ツーリズム，

エコツーリズム，景観を生かしたツーリズム，農村での宿泊について解説した。3 節で

は，地域資源を用いた商品開発の方法について，具体例を交えて解説した。4 節では，

地域資源のサービス業への活用を軸に，直売所，農家レストラン，市民農園，観光農

園，産地直送や産地直結，通信販売について解説した。5 節では，農業と教育，農業と

福祉の連携について，具体的な事例を交えて解説した。 

 

第 5 章 地域と連携した活動 

 1 節では，マーケティングとブランドづくりについて，基本的な知識を習得できるよ

う解説した。2 節では，市場調査とその分析方法について，基本的な知識を習得できる

よう解説した。3 節では，農業のユニバーサルデザイン化について，ユニバーサルデザ

インの農機具や施設などの具体例を用いて解説した。作業の標準化と 3S 活動について

も解説した。4 節では，地域振興活動とその評価について，解説した。 

 

第 6 章 地域資源活用の実践 

1 節では，地域資源の活用について計画・実施・評価・改善の流れに沿って解説し，

実践に役立てることができるようにした。2 節では，高校生による事例を取り上げ，生

徒が自主的に活動に取り組む意欲がわくよう心がけた。 

 

付録 

おもに野外活動の際に注意すべき動植物について，平易に解説した。また，活動中に

発生する可能性のあるけがや病気などについて応急処置の方法を掲載し，万が一の場合

に対応できるよう配慮した。 

 

  



 

２．対照表 

 
 
 

図書の構成・内容 

 

学習指導要領の内容 

 

該当箇所 

 

配当 

時数 

 

 

 第1章 地域資源活用とは 

1 地域資源とその活用 

2 地域資源活用とプロジェク

ト学習 

(1)「地域資源活用」とプロジ

ェクト学習 

 ア 地域資源活用に関する

プロジェクト学習の意

義 

 イ プロジェクト学習の進

め方 

p.6-16 6 

第2章 農山村社会の変化と地域

振興 

1 農山村と都市の現状と変化 

2 地域活性化に向けた施策・

取組 

(2)農山村社会の変化と地域振

興 

 ア 農山村社会の現状と変

化 

 イ 地域活性化に向けた施

策・取組 

p.17-40 14 

第3章 地域資源活用の意義と役

割 

1 地域資源の魅力と価値 

2 地域振興に向けた施策と取

組 

3 異業種連携と商品価値の創

造 

4 地域資源活用の実践と課題 

5 情報の活用と発信 

(3)地域資源活用の意義と役割 

 ア 地域資源の魅力と価値 

 イ 地域振興に向けた施策･

取組 

 ウ 異業種連携と商品価値

の創造 

 エ 地域資源活用の実践と

課題 

 オ 情報の活用と発信 

p.41-110 45 

 第4章 地域資源の価値と活用 

1 地域資源の見つけ方と活用 

2 観光への活用 

3 商品開発への活用 

4 サービス業への活用 

5 教育・福祉への活用 

(4)地域資源の価値と活用 

 ア 観光への活用 

 イ 商品開発への活用 

 ウ サービス業への活用 

 エ 教育・福祉への活用 

p.111-188 51 

第5章 地域と連携した活動 

1 地域資源のマーケティング

とブランドづくり 

2 地域資源を活用したサービ

ス 

3 農業のユニバーサルデザイ

ン化 

4 地域振興活動と評価 

(5)地域と連携した活動 

 ア 地域資源のマーケティ

ングとブランドづくり 

 イ 地域資源を活用したサ

ービス 

 ウ 農業のユニバーサルデ

ザイン化 

 エ 地域振興活動と評価 

p.189-208 12 

第6章 地域資源活用の実践 (6)地域資源活用の実践 p.209-227 12 

 計 140 
  

 


